
平成２９年度但馬圏域歯科衛生士復職支援講座 アンケート結果まとめ 

豊岡・朝来健康福祉事務所 
○ 参加人数             ○ 平均年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 歯科衛生士として勤務した年数または現在勤務している年数について 
  
 但馬圏域では５～９年と３０年以上が 
６人（33.3％）と多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 歯科衛生士として勤務していない方のみ回答（但馬圏域：４名） 
（１）仕事を辞めてからのブランク年数    （２）復職を希望する勤務先（複数回答） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（３）復職するにあたり障害となっていること（最大３つまで） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ この講座を知ったきっかけ（複数回答可） 
 

但馬圏域では職能団体からの案内が 
６人（33.3％）と最も多く、次いで 
歯科診療所からの案内が５人（27.8％）であった。 
 
 
 
 
 

人

豊岡市 6
養父市 2
朝来市 5
香美町 0
新温泉町 5

但馬圏域 18

平均年齢 46.1歳
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４ この講座や他の研修会等について知り合いへ声かけすることは可能ですか（複数回答可） 
 
 但馬圏域では「職場」が 10 人（55.6％）と 
最も多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ もっと学びたい・興味のあること（複数回答可） 

 
 但馬圏域では「在宅での口腔ケア」が 
14 人（77.8％）と最も多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 研修会や講演等に参加しやすい曜日  

 

 但馬圏域では、「日曜日」が 

15 人（83.3％）と最も多く、 

次いで「土曜日」が 9人（44.4％）、 

「木曜日」が 6人（33.3％）であった。 

 

 
 

 

 

８ 第１回復職支援講座の感想等 
１ 講義・演習１「久美浜病院におけるオーラルヘルスケア・マネジメントの取り組みに
ついて」 
・病院での歯科衛生士業務が訪問もあると知らず、驚きがいっぱいでした。 
・嚥下運動などパタカラ以外にも多くあること、その他テクニックなど早速使える内容でとて
も役立ちました。歯ブラシなど支援員さんに依頼している部分も改善していかないといけない
など、よく分かりました。 
・離職している間に歯科衛生士の活動の場がこんなに広がっているとは思いもよりませんでし
た。病棟内での衛生士の活躍に驚きました。 
・歯科衛生士が多職種と連携していくことで口腔内から全身の回復につながっていくことがわ
かりました。情報共有していくことの大切さも勉強できて良かったです。 
・多職種連携を深め、患者さんや高齢者の方に支援していかなければいけないと改めて思いま
した。口腔体操はとても大事だと思います。楽しんで出来るように工夫もできたらなと思いま
した。ありがとうございました。 
・病棟、通所リハビリテーション、特養とそれぞれの分野でオーラルヘルスケアが行われてい
て、とても勉強になりました。現在の診療所では、介護者や患者さんへの助言がまだまだと思
いました。 
・久美浜病院ではかなり進んだオーラルヘルスケアを行っておられ、非常にすばらしいことだ
と感銘を受けました。新温泉町もかなり高齢化が進み、在宅介護の重要性を感じていますが、
なかなか他職種との連携ができておらず、需要も少ないように思います。連携の大切さと歯科
衛生士のスキルアップの必要性を感じました。 
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・すばらしい。すこしでも参考にさせていただけると良いが・・・ 
・多職種との連携がよくとられていると思いました。診療勤務ですが、嚥下体操や間接訓練な
ども患者さんへお伝えすることができると思いました。 
・具体的なお話でわかりやすかったです。 
・診療所でしか働いたことがないので口腔ケアの知識があまりない状態でした。病院では医者、
ナース、ST、PT、OT,介護士などの方々と話し合い、協力し合いながらの治療、支援が必要で
すね。とても勉強になりました。 
・実際に病院、訪問で行われている実践的なオーラルケアの様子が詳しく聞けてよかったです。
口腔体操は、歯科医院での高齢の患者様へのアドバイスとして、実際に役立てそうです。 
・病院勤務の DH が多くの活動を（多くの施設で）されているのに感心しました。口腔機能の
低下、障害について、見極められるスキルの大切さも感じられた。講習会には、よく参加する
が活動内容の説明などわかりやすく話も聞き取りやすかった。 

２ 講義・演習２「国保歯科診療所勤務歯科衛生士の地域保健活動～訪問歯科衛生士とし
て勤務して～」 

・実際のケースを知れてよかったです 
・口からたべられるようになられた話に大変感動いたしました。明日からまた、口の中を見る
目が少し上がったように思います。大変ありがたかったです。 
・症例の方についてもう少し詳しく話をきかせてほしい 
・訪問歯科の口腔ケアから色々情報がわかる。衛生士としての仕事がこれほど広い幅でできる
とは知らなかった。高齢者に対しての口腔ケアの大切さ、口の中からいろいろな事を読み取る
力が必要であると感じました。訪問歯科衛生士の役割の大切さを勉強できました。 
・口から食事できるということは、本人、家族にとって大切であることと健康につながるとい
うことがわかり、そのためには歯科衛生士の役割はとても重要な仕事だと思いました。 
・実際の写真をみさせてもらい、考えさせられる点がありました。食事の形態や、義歯の状態
を口の中を見て把握しなければならないのでいい勉強になりました。ありがとうございました。 
・同じ国保の診療所でも訪問歯科への取組がずいぶんと差があるとおもいました。自分のスキ
ルアップのためにも、これから勉強していかないといけないと思いました。 
・とてもレベルの高い講義をありがとうございました。歯科衛生士としてもっとスキルアップ
をしていかないといけないと思いました。在宅訪問をやっていきたいと強く刺激されました。 
・すごく楽しい講演でした。観察、分析が未。他職種の方の連携がいかに必要か痛切に感じた。 
・具体的な訪問診療について知ることができました。診療勤務なので、訪問について何も知識
がないので勉強・スキルアップをしないといけないと思いました。 
・すごく聞き入ってしまいました。本当の症例を用いてカラーでの写真など、とてもわかりや
すかったです。人間、最後まで口から食べるための支援、とても大切ですね。とても参考にな
りました。ありがとうございました。 
・写真や動画で具体的事例を交えてお話が聞けて理解しやすかったです。実例を見て、介護度
が下がって美味しく食事されている様子が興味深かったです。介護保険などのことは知らない
ことが多いので、勉強が必要だなと感じました。 
・今後も在宅訪問にて、対象者に寄り添える歯科衛生士になりたいと思います。 
・診療所勤務ですが、普段、口腔をみて、多くの情報を読み取っているかということを感じた。
Dr.下で動いてはいるが、Dｒ.からの指示もそんなに多くなく、これでいいか・・・（患者さん
の状態が）という所で終わっている。先日認知症の方の口腔内を清掃していて、Cr（クラウン：
かぶせ）が外れてしまい、「アッ」と言う間に（ピンセットを取ろうとセットに目を向けている
間に）飲み込んでしまわれ、訪問の方はこの様な事態の時はどう対応されているのかと不安に
思いました。保険に入られているのは、聞きましたが、なんだかそれが一番恐いんです。どう
にもならないことですが・・・ 
３ その他（要望等） 
・今後もいっぱい講習会など開いてほしいです。 
・実践的な講習会をしていただきたいと思います。現場に出ていろいろな勉強をしていきたい
と思います。 
・スキルアップのための勉強会をお願いします。全身疾患などももっと勉強していきたい。 
・スキルアップの講習会（実技含む）を開いてほしい。（訪問に関する） 
・研修会等 

 


